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応援団

みみより情報② 「安曇野さんぽ2016秋」のご案内。

「ふるさとさんぽ」と「さとやまさん

ぽ」を一体化して今年度新たにス

タートした「安曇野さんぽ」。春版

に続く秋版は、10～11月に「さと

やまさんぽ」1コース、「ふるさとさ

んぽ」3コースの計4コースで開催

します。「さとやまさんぽ」は10月1

日の堀金角蔵山で、昨年とは異

なり岩原城址のある古城山経由

で住吉神社奥社を目指します。

「ふるさとさんぽ」は11月12日の豊

科飯田、20日の明科東川手、27

日の三郷二木下長尾の3コースで

、10月10日の穂高本郷の「ふるさ

とウォッチング」を含めて旧5町村

を巡ります。尚、「さとやまさんぽ」

は健脚向きで、軽登山の体力と

昼食の持参が必要ですのでご注

意ください。

各コースとも定員は15名、参

加費が1名1000円（中学生以下無

料）で、「ふるさとウォッチング」と

は異なり、ぬかくどおむすびの振

舞いや「ふるさとパートナー」の割

引特典はありませんのでご注意く

ださい。詳しくは別紙案内をご参

照ください。

「第23回ふるさとウォッチングin安曇野」を

開催します！
みみより情報①

秋シーズンのふるさとウォッチン

グin安曇野。今回の舞台は春シ

ーズンで無念の荒天中止となっ

てしまった穂高の本郷地区です

。今年５月に小遷宮祭が賑々しく

も厳かに斎行された穂高神社。

その氏子さんたちが暮らす、かつ

ての保高村にあたる穂高本郷地

区や田中地区などを巡る予定と

なっています。稲刈りを終えた田

んぼに囲まれた屋敷林の点在す

る集落には、ゆったり歩いて巡っ

て初めて気づく見どころがたくさ

ん。日程は10月10日(祝)開催。

詳しくは同封の案内チラシをご参

照いただき、皆様お誘い合わせ

の上ふるってご参加ください。

みみより情報③ 「安曇野環境フェア 2016」が
開催されます。今安曇野環境フェアも今年で９

年目。今年は「安曇野の快適な

暮らしとは？」と題した企画展を

開催します。９日には今年開削

200年を迎えた拾ヶ堰の歴史に

ついての講座もあるほか、例年と

同じくリサイクル自転車の頒布会

や人形劇と楽しいイベントが盛り

だくさんです。 ⇒次ページに続く ☝昨年の環境フェアの様子

☝角蔵山（左）と古城山（右）

☝本郷地区の道祖神



報告②「安曇野暮らしセミナー」が開催されました。
去る6月25日の土曜日、東京有

楽町の交通会館６階において、「

安曇野田舎暮らしセミナー」が開

催されました。今年の３月に安曇

野市政策経営部とふるさとづくり

応援団はじめ各団体が移住・定

住者支援の為に立ち上げた「安

曇野暮らし支援協議会」が発足し

て初めてのセミナーとなりました。

いつも通り会場一杯のお客様が

来場されました。山下様の移住体

験談、当応援団の宮崎さんの「不

動産の選び方」の後、個別相談

会が行われ、多くの方の相談を受

けることができました。セミナーは

11月に名古屋、1月に大阪でも開

催予定です。

みみより情報④ 「不用食器リサイクル」しませんか！

当会は、平成２６年度に立ち上

がったボランティア団体です。家

庭内で不用になった食器を無料

で回収し、希望者には無料で持

ち帰ってもらっております。また、

割れたり、不用になった食器は、

リサイクルをして新しい食器の原

料として生まれ変わります。これに

より、資源で再生できるゴミを再生

させてごみによる埋め立て処分量

の削減を目指しています。今年も

次の日程で不用食器の回収と、リ

ユース（もったいない市）を開催い

たしますので、ご利用ください。

• 日時：平成２８年９月２５日

（日）午前９時より１１時まで

• 場所：穂高プール駐車場

（穂高駅西側）

引き続きリユース（もったいない

市）は、９月２６日（月）、２７日（火）

の午前９時から正午まで同場所に

て開催します。また、平成２８年１

０月８日（土）９日（日）に環境フェ

ア会場でリユース（もったいない

市）を開催いたしますので、お誘

い合わせの上お出かけください。

報告①「安曇野案内人倶楽部とーくカフェ」が開催されました。

☝当日の様子

去る7月27日、安曇野案内人

倶楽部カフェにおいて、3回目と

なる「とーくカフェ」が開催されま

した。集った皆さんがお茶を頂き

ながらナビゲーターの話に耳を

傾けるというこの催し、この日は

安曇野の伝統文化であり、特産

でもある「天蚕」を取り上げること

になり、この時期に揃っていた卵

、幼虫、繭、成虫を持ち込んでの

観察や、この日に収穫した枝つ

きの繭を皆さんにお配りして枝か

ら繭を外し、その繭を切り開き、

生きている蛹(さなぎ)の観察も行

いました。「体験カフェ」と化した

この日ですが、集ったみなさんが

少年、少女に戻った一時でもあり

ました。

次回「とーくカフェ」のナビゲー

ターが決まり次第、安曇野案内

人倶楽部カフェにチラシをご用

意いたしますので時々覘いてみ

てください。

余談ですが、家庭画報11月号

（世界文化社10／１発売）に季節

連載「仲間由紀恵さんが訪ねる、

日本の心、染織の旅」第7回・天

蚕織８ｐが掲載されますので、ご

覧いただければ幸いです。

また、これにあわせて、安曇野

の未来を景観から考える、長野

県建築士会安曇野支部主催の「

安曇野＋みらい＋建築2016」が

開催されます。事前申し込みが

必要な講座やワークショップもあ

ります。10/8～9は是非、堀金総

合体育館に足を運んでみてくだ

さい。暮らしに役立つヒントが見

つかるかもしれませんよ。


